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巻頭言

1

1997年，胃瘻が閉塞した際に看護師が助けを求めてきました。これがきっかけとなり，簡易懸濁法が誕生し

ます。何度も水温や条件を変えて試験を繰り返して簡易懸濁法の試験法を確立し，学会発表にあたり“簡易懸

濁法”と命名しました。字画数が多く書きにくいので,今はもっと簡単な名前にすればよかったと思っています

が，当時は全国に通用する名前になるとは夢にも思いませんでした。初版の「内服薬経管投与ハンドブック」

の1200薬品のデータは，1薬品ずつ崩壊懸濁試験，チューブ通過性試験を実施し，エクセルの表を作って1文字

1文字入力しました。インターネットがない時代ですので，医薬品の情報は，企業に連絡してインタビューフォ

ームをそろえることから始めました。今思うと気の遠くなるような作業ですが，当時大変と思った記憶はなく,

ただ夢中でした。2001年12月31日，初版を発刊することができました。

2007年1月，11名のメンバーが集まり簡易懸濁法研究会が発足しました。第1回の総会＆研修会＆懇親会は

2007年9月28日に前橋市民文化会館で開催しました。まだまだ会員数も少なく不安を抱えての開催でしたが多

くの方が参加してくださり，嬉しいスタートを切ることができました。その後も地元の研究会会員，病院薬剤

師会，薬剤師会の先生方のお力添えをいただきながら，札幌，長崎，千葉，神戸，新潟，金沢，渋谷，名古屋,

品川，品川，仙台と12年間開催してきました。

2013年，会誌第1号を発刊し，その巻頭言に，「簡易懸濁法は薬剤師が活躍する１つの武器となっています

が，簡易懸濁法研究会は単なる経管投薬のための研究会ということではなく，患者さんの体に薬が入るまでを

支援する研究会です。薬剤師のみならず，医師，メディカルスタッフ，製薬企業，卸，出版社等研究会の会員

は多種多様です。各職種が知恵を出し合い，力を合わせて「服薬支援」に尽力したら，すごいパワーとなりま

す。簡易懸濁法研究会の会員は，お互いの意見を尊重しあいながらも自分の意見が言える，患者のために協力

し合えるファミリーです。」と書きました。

そのファミリーも今では750人を超え，昨年の総会時に簡易懸濁法研究会を服薬支援研究会に発展させるこ

とが承認されました。1年間その準備を進めて参りましたが，本年9月の総会を機に，簡易懸濁法研究会を改め

「服薬支援研究会」として活動を開始いたします。

服薬支援研究会は，「摂食嚥下障害」「運動障害」「健康長寿」「がんケア」「医療安全」「小児」の6部門

より構成されます（図１）。「摂食嚥下障害」は簡易懸濁法のみならず，経口投与の際の最適な剤形や服薬の

工夫も含みます。今までも紹介してきた片麻痺や関節リウマチ・パーキンソン病，抗がん剤のよる爪囲炎など

での「運動障害」の服薬についても継続していきます。近年問題となっているフレイル，サルコペニアと関連

する栄養管理，また褥瘡や感染予防も含めた活動をするのが「健康長寿」の部門です。つまり薬を服用する患

簡易懸濁法研究会改め，
「 日本服薬支援研究会 」 の誕生

－薬剤師のソコヂカラと将来構想－

日本服薬支援研究会（簡易懸濁法研究会）代表幹事
簡易懸濁法認定指導薬剤師

倉田 なおみ Naomi Kurata
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者の問題だけでなく，広く未病・予防についても考えていきます。「がんケア」では，薬物治療に関する学会

はたくさんありますので，本研究会では多くの患者が悩んでいるシャンプーやマスクなどの生活用品も含めた

相談に薬剤師が対応できるような薬剤師支援も行います。薬剤師の在宅医療への参入が求められ，ポリファー

マシーやプレアボイドﾞ，また患者が安全に服薬するための「医療安全」もますます重要になります。服薬支援

は高齢者のみならず小児においても重要です。欧州では小児の剤形としてミニタブレットが研究されておりま

すが，日本ではまだ活用されておりません。4～8歳児に対する我々の研究において，速崩性ミニタブレット及

びゲル化ミニタブレットは，通常のミニタブレットよりも服用しやすいことが示されました。ゲル化ミニタブ

レットは倉田のアイデアにより製造された剤形であり,欧州にはありません。日本ならではの技術が世界を制す

るような研究ができればと思います。薬剤学会小児製剤フォーカスグループとともに研究を進めていきます。

それ以外にも小児の服薬支援全般について問題を抽出し解決策を見出していきたいと思います。

簡易懸濁法研究会のファミリーはそのまま服薬支援研究会のファミリーとして，患者のための服薬支援につ

いて広く考えながら，医療界における薬剤師の役割を社会に示していきたいと思っております。

今後とも，どうぞよろしくお願いいたします。

図1 日本服薬支援研究会(学会）構想

日本服薬支援研究会（簡易懸濁法研究会）ホームページのご案内

簡易懸濁法研究会の日本服薬支援研究会への移行に伴い，しばらくの間下記URLのいず
れも利用可能となります。
（どちらにアクセスしてもその時点で運用されているホームページに繋がります。）

簡易懸濁法研究会 ＜http://kendaku.umin.jp/＞
日本服薬支援研究会＜http://fukuyakushien.umin.jp/＞

※各ホームページの会員スペースのID/パスワードは同じです。
ID ; kendaku

Password ; 1ssm2psm

なお，会員用メーリングリストの宛先（kendaku-m@umin.ac.jp）は変更ありませんので
ご注意ください。
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日本服薬支援研究会（簡易懸濁法研究会）幹事
簡易懸濁法認定薬剤師

青木 学一 Manahito Aoki

～実行委員長からのメッセージ～

嚥下障害と服薬支援 ～ 入院・在宅から予防まで ～

この度，第1回日本服薬支援研究会／第13回簡易懸濁法研究会学術大会・総会・簡易懸濁法実技セミナーを

2019年9月28日（土），29日（日）にキャンパスリニューアル工事が完了した北里大学薬学部白金キャンパス

にて開催する運びとなりました。

本大会は日本服薬支援研究会としては初めての大会となります。代表幹事の倉田なおみ先生の簡易懸濁法研

究会とこれからの日本服薬支援研究会の構想に基づいて「嚥下障害と服薬支援～入院・在宅から予防まで～」

という大会テーマに決定しました。本大会では服薬支援に関わる全ての皆様に参加していただきたいと考えて

おります。そのため約1年前から幹事メンバーで企画しました。

9月28日（土）は北里大学病院薬剤部長の厚田幸一郎先生，同薬剤部の宮坂優人先生に入院患者さんの服薬

支援について，原宿リハビリテーション病院の副院長である稲川利光先生には，嚥下障害のリハビリテーショ

ンについて，湘南ホスピタルの佐藤玲子先生と大会長（フローラ薬局）の篠原久仁子先生には，アロマセラピ

ーを用いた服薬支援（アロマ製剤実習）をそれぞれご講演いただきます。

9月29日（日）は，午前の部として漢方薬による服薬支援について，薬剤師の立場から篠原久仁子先生に，

医師の立場から芝大門いまづクリニックの今津嘉宏先生にご講演いただきます。また，倉田なおみ先生には基

調講演として「簡易懸濁法研究会から日本服薬支援研究会へ 薬剤師のソコヂカラと将来構想」について，ご

講演いただきます。そして午後の部では，正しい簡易懸濁法を皆様に普及していただくために講義（新井克明

先生）および簡易懸濁法実技セミナーを実施いたします。実技セミナーは定員を150名としていますので是非

とも事前予約してご参加下さい。ポスター発表は2日間にわたり実施されますので，服薬支援に関わるたくさん

のご応募をお待ちしております。さらに29日（土）には参加者の皆様との交流を深めていただくための懇親会

を北里大学学生食堂にて開催いたします。この記念すべき学術大会・総会に，ぜひとも多くの皆様にご参加い

ただきますようお願い申し上げます。

会場：北里大学薬学部 1号館（白金キャンパス）

1401／1402多目的室，1501講義室ほか

＜アクセス＞

恵比寿駅（JR・東京メトロ日比谷線）東口下車，
徒歩15分または田町駅行都バス「田87」系統で約7分，北里研究所前下車

広尾駅（東京メトロ日比谷線） 天王寺橋方面（出口1,2番）下車，徒歩10分
田町駅（JR），三田駅（都営地下鉄浅草線・三田駅）
三田口下車，渋谷駅行都バス「田87」系統で約15分，北里研究所前下車

白金高輪駅（東京メトロ南北線・都営地下鉄三田線）
恵比寿方面（出口3）番，徒歩10分
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告知

日本服薬支援研究会では，簡易懸濁法に関する正しい知識を有する会員を育成するため，2015年1月よ
り認定制度を開始しました。認定を取得することで簡易懸濁法の知識と技術について，研究会が認めたレ
ベルを保持していることが証明されます。また，施設や地域で簡易懸濁法を推し進める際の説明にも役立
つばかりでなく，その普及に係わることでご自身の薬剤師としての存在価値を高めることができます。

１．認定制度の種類と要件

認定には，所属施設内の普及活動を行う「簡易懸濁法認定薬剤師」と，地域などでの普及活動を行う
「簡易懸濁法認定指導薬剤師」の二種類があり，認定要件等が異なります。また，申請時点において日本
服薬支援研究会会員であり，会費を完納している必要があります。

２．認定取得までの流れ（簡易懸濁法認定薬剤師の場合）

a.実技教育セミナーの受講と学会発表
日本服薬支援研究会主催または共催の実技セミナーへの参加（2回）と，服薬支援に関わる学会発表
（発表演者）を行ってください。
発表学会は毎年開催される日本服薬支援研究会学術集会かその他の学術集会で構いません。

b.ｅ－ラーニングの視聴
日本服薬支援研究会ホームページで公開されている簡易懸濁法映像（2本）を視聴してください。

c.申請
簡易懸濁法認定薬剤師申請書類に必要事項を記入の上，申請期間中に事務局に提出してください。日
本服薬支援研究会生涯教育委員会にて審査後，本人宛に通知いたします。

d.認定者名簿への登録
ご本人からの掲載取り下げのご要望がなければ，日本服薬支援研究会ホームページの認定者名簿に追
加いたします。

e.認定の更新
認定は5年間有効です。認定期間内に日本服薬支援研究会主催および共催の実技セミナーを1回以上
受講することで，認定期限の3か月前に更新申請の受付を行います。

日本服薬支援研究会生涯教育委員会

簡易懸濁法認定薬剤師・認定指導薬剤師制度

全国で統一した簡易懸濁法を実施するための認定制度です！

目的 簡易懸濁法の所属施設内の普及活動を行う

認定要件と検定料

実技セミナー 主催および共催の実技セミナーを5年間以内に2回（4単位）以上受講していること

e-ラーニング 研究会ホームページに掲載の認定薬剤師用e-ラーニングから簡易懸濁法実技動画を視聴し，レポート（1,000字程度）を提出すること

学会発表 日本服薬支援研究会学術集会または他の学術集会等において簡易懸濁法等の服薬支援に関する学会発表を1回以上行っていること

検定料 5,000円

申請期間（2019年度） 申請期間；2019年9月 受付開始予定

目的
簡易懸濁法の地域などでの普及活動を行う
※実技セミナーにおいて，講師／指導を行うためには簡易懸濁法認定指導薬剤師である必要があります

認定要件と検定料

実技セミナー
日本服薬支援研究会主催および共催の実技セミナーを5年間以内に１回（2単位）以上受講し，ファシリテーターとし準備から片付けまでセミ
ナーに参加し進行の詳細を学習して把握できていること

e-ラーニング 研究会ホームページに掲載の認定指導薬剤師用e-ラーニング（実技セミナー映像使用課題）を終了し，レポート(1,000字程度)を提出すること

学会発表
日本服薬支援研究会学術集会または他の学術集会等において簡易懸濁法等の服薬支援に関する学会発表を2回以上行っていること
あるいは学術論文等を投稿していること

実務経験 申請時において，薬剤師としての実務歴5年以上およびそれに相当する経験年数を有すること（大学教員等を含む）

その他 実技試験検討中 （認定指導薬剤師２名による確認等）

検定料 10,000円

申請期間（2019年度） 申請期間；2019年9月 受付開始予定

【簡易懸濁法認定指導薬剤師】

【簡易懸濁法認定薬剤師】
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情報

Q1. 簡易懸濁法認定薬剤師および簡易懸濁法認定指導薬剤師を目指したいのですが，制度の概要をどこで
確認できますか？

A1. 簡易懸濁法認定制度の概要は，日本服薬支援研究会ホームページ（以下，ホームページ）に掲載して
おります。ホームページを通じて情報公開しています。

Q2. 認定の申請受付はいつですか。
A2. 毎年，9/1～9/30が申請受付期間になります。

時期が近くなりましたら，ホームページで情報公開します。また2019年9月からは，認定指導薬剤師
の受付も始まります。

Q3. 日本服薬支援研究会主催および共催の実技セミナーの単位は，どこを見れば確認できますか。
A3. 研修会修了書または参加証にセミナー単位認定修了印を受けている研修会が対象になります。

具体的な点数は，会員ホームページ内の簡易懸濁法認定制度の「認定単位一覧」に掲示しています。

【簡易懸濁法認定薬剤師の方】
Q4. 認定薬剤師がどの様な施設で実技セミナー（講義や実習）を実施することができますか。
A4. ご自身の施設内に限り，実技セミナー（講義および実習）ができます。

近隣施設やグループの施設の方などを受入れて，ご自身の施設内で合同の実技セミナーを実施するこ
とは，問題ありません。なお，依頼による他施設での実技セミナーや講演は，認定指導薬剤師の認定
を受けてから実施して下さい。
なお，実技セミナーの開催依頼は，ホームページの「実技セミナー（講義および実習）の開催依頼」
で情報公開しています。

Q5. 認定薬剤師が使用可能な説明用資材の提供は頂けますか。
A5. 資材提供はHPの認定薬剤師欄に，基礎編の実習内容のスライド資料およびビデオ，配布資料などを

用意しています。

【簡易懸濁法認定指導薬剤師を目指す方】
Q6. 申請要件のファシリテータに参加したいですが，どこで確認できますか。
A6.日本服薬支援研究会主催の実技セミナー開催時に募集致します。

認定薬剤師のファシリテータ募集は，ホームページで情報公開し，会員用MLでもご案内を予定して
います。実技セミナー参加費は免除とします。恐れいりますが，交通費および宿泊費などはご自身で
手配して下さい。

Q7. 学会発表は2回以上となっています。その2回以上は認定薬剤師の申請で提出した1回が含まれるので
しょうか。

A7. 含みます。
その際に2回目の発表は，「認定指導薬剤師にふさわしい内容かどうかを考慮致したい。」と考えま
す。

Q8. 認定指導薬剤用のe-ラ―ニングは，どのように受講したらよろしいでしょうか。
A8. e-ラーニングは，2019年度中に公開を予定しています。

（ 2019年5月31日）

日本服薬支援研究会生涯教育委員会
委員長 近藤 幸男

飯田 純一

簡易懸濁法認定薬剤師および認定指導薬剤師制度についての
Q＆A

12
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地域薬剤師会などで実技セミナーの開催を希望される場合は，下記の確認事
項を事前にご検討いただき，原則 6 か月前までに日本服薬支援研究会事務局ま
でご連絡して下さい。その後，ご相談させて頂きながら，講師派遣など調整い
たします。
どうぞ，宜しくお願い致します。

記

確認事項

1．開催人数

2．開催内容
1) 研修会の形式
①講義 ②講義および実習

2) 研修時間
ご希望に合わせて調整いたします。ただし，簡易懸濁法認定制度の
「認定単位対象となる実技セミナー」は，講義1時間および実習2時
間以上（正味）が必要要件となります。また，認定制度単位の発行
を希望する参加者は，日本服薬支援研究会会員（3,000円），非会
員（5,000円）が必要になりますご希望に合わせて調整いたします
。

3) 実習を行う場合
①具体的な参加予定人数をご提示下さい。複数人のファシリテータ
が必要となる場合があります。

②実習資材の準備は，日本服薬支援研究会で行います。なお，材料
費として参加者一名につき500円を徴収致します。

③会場のレイアウト図およびフロアーの見取り図の提出をお願いし
ます。4名で1グループを基本と考え，資材を置く机や椅子などが
必要です。

4) 講師派
講師派遣料，交通費，宿泊費については個別にご相談させていただ
きます。派遣 交通の手配などお願い致します。

以上

（2019年5月31日）

日本服薬支援研究会生涯教育委員会
委員長 近藤 幸男

飯田 純一

実技セミナー（講演および実習）の開催依頼について



簡易懸濁法研究会は，「第10回簡易懸濁法実技セミナー in 神戸」を2019年2月24日（日）兵庫医療大学

にて開催いたしました。参加者数は38名で，構成は病院薬剤師，薬局薬剤師でした。参加された方には，10

時30分から16時30分までの間， 5 時間少々の間，講義を聴いていたただきながら，ほぼずっと実習を行って

いたただきました。

実技教育セミナー報告
～ 第10回 簡易懸濁法実技セミナー in 神戸 ～

日本服薬支援研究会（簡易懸濁法研究会）幹事
簡易懸濁法認定指導薬剤師
天野 学 Manabu Amano
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ついて指導するというスタイルで行いました。

タイトルに記述した構造というのは構造式のことです。この時間帯は，構造式から簡易懸濁を行った時の

変化について推論することで，その影響への対処について考えるようになっていただくという企画でした。

この時間帯は，薬剤どうしが関与する変化はもちろんのこと，使用した容器の変化，薬剤の添加物の関与な

どを用意した薬剤などを題材に学んでいただきました。このような内容のため，実習室のスクリーンは構造

式が多数表示される状況でした。構造式は，構造式アレルギーという言い方をされる方もあるように，馴染

みにくいと思う方もあると思います。しかし，会終了のアンケートの結果をみると，わかりにくかったとい

うご意見はほぼない状況でした。

まず，本会代表幹事倉田なおみ先生から開

催の挨拶がありました。その後，私が当日の

オリエンテーションを行いました。

引き続いて，昼過ぎまで約2時間懸濁液の配

合変化に関する実習「構造から推論する懸濁

液の配合変化2」を行っていただきました。こ

の実習は，昨年行った企画のPart 2 になりま

す。昨年同様，清水忠先生（兵庫医療大学）

が実習室内で講義をし，橋本佳奈先生（兵庫

医療大学）と私が，参加者の方へ行う実習に

この後休憩を取り，13時15分から16時30分ま

で簡易懸濁法の講義と実習を受けていただきま

した。まず，約1 時間，倉田なおみ先生による

「簡易懸濁法の基礎」に関する講義がありまし

た。倉田先生は，お話される直前まで講演の内

容を吟味されていました。このように，いつも

のことではあるのですが，基本的な内容でも見

直しをしたうえでお話をされています。参加さ

れた方も，新しい知識が増えた方が多くいらっ

しゃったと思います。
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この後，参加者の方には今回のメインイベントである実習を行なっていただきました。用意されたテキスト

に従い約2時間，簡易懸濁法の手技を基礎から学んでいただきました。簡易懸濁法研究会では，基本的なテキス

トを用意しており，これをもとに実習を組み立てています。簡易懸濁法研究会主催の実習は，概ね2時間のコー

スとなることが多いのですが，その内容はすこしずつ変えています。また，メインのタスクフォースも簡易懸

濁法認定指導薬剤師の方の中からお願いするようにしています。今年は，メインのタスクフォースを徳島大学

の座間味義人先生にお願いしました。実習の際，時には倉田なおみ先生やその他のスタッフの方々がコメン

トをはさみながら，楽しい実習ができたと思っています。こ参加者の方は熱心に実習をされ, 実技内容について

メモを取ったり，スマートフォンなどで写真や動画撮影をしたりされる方もおられました。

以上の通り参加者の方々の熱心な取り組みのおかげをもちまして，「第10回簡易懸濁法研究会実技セミナー

in 神戸」は無事終了いたしました。参加いただいた方々，および運営に協力いただいた方々には,心より感謝い

たします。「正しい簡易懸濁法が普及するためには，正しい知識を持った人から実技を学ぶ必要があります」,

微力ではありますがこれを学ぶ機会をご提供できたのではないかと思っております。

来年も兵庫県内でセミナーを開催する予定です。来年は，企画を新たにして開催したいと考えています。そ

の際は，今回参加されなかった方はもちろん，今回参加された方も参加いただきますようよろしくお願いいた

します。
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特定非営利活動法人健康環境教育の会（NPO HEART）
日本服薬支援研究会（簡易懸濁法研究会）幹事

簡易懸濁法認定指導薬剤師
宮本悦子 Etsuko Miyamoto

実技教育セミナー報告
～ 第５回 簡易懸濁法実技セミナー in 金沢 ～

第5回簡易懸濁法実技セミナーin金沢はこの時期には珍しく雪のない穏やかな日に開催されました（北陸大学

薬学部実験科学棟；平成31年3月10日）。セミナーは「輸液の基礎，輸液の調製の実際」,昼食をはさんで「簡

易懸濁法講義・実技」の2部構成の内容で6時間の長丁場を参加者44名が熱心に取り組まれました。

前半の「輸液」では久しぶりの電解質等の計算に頭をひねり，実技

では輸液製剤の進歩のおかげですっかり少なくなっている混合操作に

取り組んでいただきました。今回は初めて看護師の方の参加があり，

手技のレベルの違いに「あなたは薬剤師ではないですよね」との倉田

先生の声に，まわりの薬剤師が思わず頷くという光景があちこちで見

られました。傷バンが必要なハプニングもありましたが，アンプルカ

ットも含めて基本操作をすべて個人実習でやれて良かったとの感想を

いただき，プログラムに組み込んで良かったとほっとしております。

後半は倉田先生の講義で始まり，簡易懸濁法の基礎に加えて最

近の製剤への対応，誤接続防止コネクタの関する医療安全情報の

資料とともに実物のシリンジ，チューブの紹介もあり，90分間た

っぷりの内容でした。参加者の皆さんは先生の勢いに引き込まれ

て食後の眠気もふっとんだ様子でペンを走らせておられました。

今回の実技実習は「正しい簡易懸濁法」の普及を目指す研究会

の考えを踏まえ，基本の項目で構成されましたが，「倉田話芸」

を楽しみながらの実習となりました。クイックバッグの使用では

パナルジン錠の担当者が乳棒で亀裂を入れ，湯を加えて放置した

バッグを持ち上げてチューブを接続しバッグを丸めていくと思わ

ぬ硬さに戸惑い，他班を様子見している状況に，すかさず倉田先生から「私を信じて，力を入れましょう」と

声がかかり，無事に通過したときの安堵感は全員の笑いに変わりました。続いて，他の参加者も水を使ってク

イックバッグを実践，通過の感触を確認し納得されていました。緊張の中にも楽しみながらのセミナーは最後

にエパデールで底の抜けたカップを確認し，「はい，予定を5分超過しましたが，本日のスケジュールはすべて

終りました」との倉田先生の終了宣言で拍手とともに無事に終えることができました。

「私を信じて力を込めて」
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北陸新幹線の開業と同時にスタートした簡易懸濁法実技セミナー in 金沢は5年目を迎えることができました.

これまで北は青森，南は沖縄と全国から延べ238名の方々に参加をいただき感謝いたしております。それぞれ

の職場でセミナーでの経験が活かされますことを願っております。

今回，看護師の方にも参加をいただき，目標の多職種連携へと第一歩を踏み出すことができました。この間,

北陸にも5名の認定薬剤師が誕生しました。小規模ながらも研鑽，情報交換の場として，皆さんの声を聴きなが

ら，今後も続けていきたいと思っております。

この5年間，年度末のお忙しい時期にも関わりませず，雪のときも金沢へ足を運んでくださった倉田なおみ先

生，秋山滋男先生には心より感謝いたします。また，薬剤師生涯教育の一環としてセミナー開催に尽力いただ

いております北陸大学に深謝いたします。

終了後，看護師の方からは実際にいろんな薬を体験できてよかった，これからも1年に一度位は学習しないと

いけないですねとの感想をいただきました。また，2度目の参加者の方からは，講義も実習も進化していて楽し

かったとうれしい声が聞かれました。最後はあわててアンケート記入（全員が良かったと回答）と，バス出発

までの短い時間も惜しんで質疑応答などあっという間の6時間が過ぎました。
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日本薬剤師会監修の雑誌「調剤と情報」は, 会員の皆様もご存知の方が多いと思います。この「調剤と情報」

の2019.3（Vol.25 No.4)から「すきま時間の臨床薬学講座」の連載が開始されました。この企画は，本研究会

代表幹事の倉田なおみ先生がなされております。

3月号をちらりと見てみると，バイアスピリン錠とバファリン配合錠の特徴や相違が掲載されています。毎月

間ではありませんが，薬剤の視点から考える服薬指導は非常に役に立つ情報です。ぜひ，会員の皆様にもご一

読いただき，現場でご活用ください。

簡易懸濁法研究会 広報委員会 秋山滋男

○ 雑誌：調剤と情報

編著：日本薬剤師会／監修 じほう／編

定価：1700円＋税

【新連載】
患者向けリーフレット・指導箋のなぜ？がわかるすきま時間の臨床薬学講座
分解されやすい薬剤たち
今野勉，倉田なおみ
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「日本服薬支援研究会誌」投稿規定

Journal of Japan Association for Patient Support on Medication : JAPSM

1. 論文の内容

①服薬支援に関するもので，研究報告（臨床研究，基礎研究，橋渡し的研究を含む），情報提供に

関わる調査研究，適正使用・医療経済等の研究，調査，解説，症例報告，ノートを含み，未発

表で他誌に投稿予定のないものとする。

②本誌に掲載された論文等の著作権は，本研究会に帰属する。

③動物を対象とした研究については，動物保護及び管理に関する法律（昭和48年法律第105号），

実験動物の飼育及び保管に関する基準（昭和 55 年総理府告示第 6 号），大学等における実験動

物について（文部省学術国際局長通知，昭和 62 年 5 月 25 日文学情第 141 号）を参照して倫理

的配慮のもとに実施し，その旨を論文中に記載すること。

④ヒトを対象とした研究では，世界医師会のヘルシンキ宣言において述べられているように，科学

的および倫理的規範に準じていなければならない。被験者には，研究内容についてあらかじめ十

分に説明し，自由意思に基づく同意（インフォームドコンセント）を文書で得ることが必要であ

り，研究課題によっては，所属施設の倫理委員会またはこれに準じるものの承認が必要である。

論文中には，研究を遂行するにあたって遵守した指針（臨床研究に関する倫理指針，疫学研究に

関する倫理指針，ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針など）を明記する。

2. 投稿者の資格

投稿原稿の筆頭著者は日本服薬支援研究会の会員とする。但し，本研究会から寄稿を依頼した場

合は，この限りではない。

3．投稿論文の書き方

①本文には頁をつける。

②原著論文は原則として，用紙をA4判縦長とし，35字×35行で，12,000字以内とする。

③短報,症例報告は用紙をA4判縦長とし，35字×35行で，それぞれ9,000字，4,000字以内とする。

④いずれの場合も，図表は１枚あたり400 字としてカウントする。

⑤なお，題名・名前・所属については，上記文字数に含まず，図表は名刺サイズ8点で1枚とカウン

トする（その他，比例計算）。

⑥原稿はMicrosoft Office製品（Word，Excel，PowerPoint）等を用途別に使いやすいもので作成

し，原則として，印刷物ではなく，ファイルのメール添付にて事務局へ提出する。

⑦ OSはWindows，Macintoshどちらでも可。ただし，アプリケーション，OSともに投稿時点でサ

ポートの対象となっているバージョンのものに限る。

⑧本文，図表，抄録はそれぞれ別々のファイルで作成する。

（本文ファイルに図表を組み込まない）

⑨図・表それぞれに独立した番号を振ってキャプション（図表のタイトル）を付け，本文中に言及

箇所を明記する。

⑩写真（原則としてモノクロ）は，鮮明なデジタルデータ（JPEG等）を用いる。
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⑪略語を用いる時は，最初に全語句を記載して( )内に略語を記入し，以下は略語を用いる。

例：Simple Suspension Method (SSM) 

⑫会誌委員会で，研究会誌としての統一上，術語・記号・図表の体裁を変更する場合がある。

⑬総説で既発表の図表を用いる時は，出典名を記入し，且つ著者および出版社の了解を得ること。

⑭外国の国名・人名・地名・薬品名は，英語を用いる。

度量衡の単位はmm， cm， mL， L， mg， mmol， N/10などを用いる。

⑮文献数は原著論文30以内，総説制限なし，短報・症例報告10以内とし，本文の引用箇所に順次番

号を付し，本文の末尾に一括して次の形式に従い引用順に記載する。

1) 書籍は，①著者名（最大6名：6名を超える場合は和文表記なら「他」，欧文表記なら「et al.

」）：②論文名. ③編者名，④書籍名. ⑤所在地：⑥出版社名，⑦発行年(西暦)；⑧初頁‐終頁. 

の順に記載する。

4. 掲載料

①掲載料は無料とする。

②別刷は30部贈呈するが，それ以上必要な場合は，著者校正返送時に10部単位で希望部数を朱書し

て申し込み，費用は著者の負担とする。31-50部は3,000円，51-100部は5,000円とする。

5.原稿の採否および著者校正

①投稿論文の採否は，原則として2名以上の査読者の意見に基づき，会誌委員会で決定する。

なお，採択された原稿は返却しない。

②審査によって原稿の修正を求められた原稿は，連絡日から原則6カ月以内に再投稿する。連絡日

から6カ月を経過しても修正原稿が提出されない場合は，新規投稿扱いとする。

③著者による校正は，初稿のみとし，校正時の原稿修正は原則認めない。再校以後は会誌委員会で

行うものとする。

④寄稿論文は，会誌委員会から依頼することがある。

6.著作権および著作者の人格権

①論文の内容については，著者が責任を負う。

②共同研究の論文の場合は，著作権法第64条第3項の規定を適用し，共同著作物(論文)の著作者の

人格権を代表して行使される1名を選び，原稿論文の氏名の右上肩に"アスタリスク＊"印を付け

る。会誌委員会は，この著者を論文内容，その他についての実質的な代表責任者とみなす。

③論文が受理された場合は，著作権は本研究会に委譲する。

7. 利益相反（Conflict of interest; COI）

著作が開示する義務のある利益相反状況は，投稿内容に関連する企業や営利を目的とする団体に

関わるものである。投稿時に論文の本文末尾に利益相反状況を記載しなければならない。

具体的な内容については日本服薬支援研究会の定める「利益相反（COI）に関する指針（別表）」

の中で該当するものを記載することとする。なお，申告すべきものがない場合は，「利益相反自己

申告：申告すべきものなし」と記載すること。
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8.二重投稿，盗用，および捏造に対する罰則規定

①二重投稿，盗用，および捏造が認められた場合には掲載を取り消すことがある。

②当該論文の筆頭著者および共著者はその後，5 年間投稿禁止とする。

③著者の雇用主や所属団体への告知および調査依頼などを行うことがある。

9.原稿送付先

事務局

毎日学術フォーラム（簡易懸濁法研究会事務局）

〒100-0003 東京都千代田区一ツ橋 1-1-1 パレスサイドビル9 階

E-mail：kendaku-office@umin.ac.jp

10. この規定を改正する場合は，幹事会の議を経なければならない。

付 則

1. 本規定は，2014年12月1日から施行する。

2016年8月30日改訂

別 表

「日本服薬支援研究会誌利益相反（Conflict of interest；COI）に関する指針」

★著者全員の前年1年間（1月1日～12月31日）の利益相反状態について，下記の項目に該当する場

合，論文の本文末尾にその状況を記載すること。

記

①講演料：1つの企業・団体からの年間合計50万円以上

②原稿料：1つの企業・団体からの年間合計50万円以上

③報酬額：1つの企業・団体から年間100万円以上

④株式の利益：1つの企業から年間100万円以上，あるいは当該株式の5%以上保有

⑤特許使用料：1つにつき年間100万円以上

⑥研究費・助成金などの総額：1つの企業・団体からの研究経費を共有する所属部局（講座，分野

あるいは研究室など）に支払われた年間総額が200万円以上

⑦奨学（奨励）寄付金などの総額：1つの企業・団体からの奨学寄付金を共有する所属部局（講座

，分野あるいは研究室など）に支払われた年間総額が200万円以上

⑧企業などが提供する寄付講座：（企業などからの寄附講座に所属している場合に記載）

⑨その他：研究とは直接無関係な旅行，贈答品などの提供については，1つの企業・組織や団体か

ら受けた総額が年間5万円以上とする
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本年度第 1  号を発刊するにあたり，原稿の執筆にご協力いただきました皆様，お忙しい中ありが

とうございました。この場をお借りして感謝申し上げます。

研究会は簡易懸濁法研究会から服薬支援研究会へ名称及び会の運営等変更になりましたが，まだま

だ，適正な簡易懸濁法の普及が必要であると痛感しています。

9月には東京の北里大学にて総会・講演会・実技セミナーが行われる予定です。また全国各地にお

きまして，正しい簡易懸濁法の普及のため実技セミナーが開催されており，本誌におきましてもその

動きをできるだけ雰囲気もわかるような記事にして，皆様にお届けできればと思います。

また，研究会へのご意見やご要望がございましたら，簡易懸濁法研究会事務局（kendaku-

office@umin.ac.jp）までメールでご連絡ください。会員の皆様の一つ一つの声を大切にしていきたい

と思います。実務に関する疑問・質問も是非メーリングリストをご活用いただければと思います。
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